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m2），船舶 3隻， ランドクルーザー l台，蔵書
1, 600部などがある。
本実験所は別に長野県木曽福島町に「木曽生物
学研究所」を分所として管理し，渓流山獄の生物
の研究・教育に役立てている。ここには木造平屋
建203m2の研究・宿泊棟がある。
本実験所には現在9名の専任教職員が勤務して
いるが，他に大学院生 ・研修員が数名在籍してい
る。研究の対象は魚類をはじめ，動植物プランク
トン，ベントス，微生物，大型水生植物などほと
んど水生生物全般にわたっているが，琵琶湖の富
栄養化問題とも関連させて湖水や底泥の物理，化
6 -
学的性状の分析をも行なっている。ま
た，毎年夏季の休業中には本実験所と木
曽生物学研究所において，生物科学系の
学生のために陸水生物学実習が集中で行
なわれている。
本年8月下旬には東洋ではじめての第
21回国際理論応用陸水学会議が京都国際
会議場で開催されるが，木実験所はその
事務局の中枢として積極的にその準備に
とりくんでL、る。
（理学部）
No. 200 京大広報
4.所要経費 1人1泊使用料80円，ほかに ！白馬山の家の夏季開設
食費等実費程度 I 
5.申し込み 利用に関する詳細は，体育会事 l
務室（西部構内総合体育館内， : 
電話学内2574）に照会してくだ ！ 
さし、。
本学の学生及び教職員の厚生施設として，例
年夏季及び冬季に開設されている白馬山の家
を，今夏も下記により開設しますので，利用を
希望される方は，直接体育会事務室まで申し込
んでください。
この山の家は，中部山岳国立公園白馬山麓の
栂池高原にあり，雄大な北アルプスの峰々に固
まれ，登山及び避暑などに最適です。
なお，建物は，山小屋風の木造地上2階地下
l階建で，間取りは1階が食堂兼談話室， 2階
が寝室（ベッドで42名収容），地階が浴室，乾
燥室等になっています。
記
は〈ば
1 .名 称京都大学白馬山の家
あずみおたり ち fに
2.所在地長野県北安曇郡小谷村大字千国
字柳久保乙869の2
（交通機関）
国鉄大糸線「白馬大池駅」下車，松本電鉄
おや はら
パス「親の原」下車，徒歩約20分
3.開設期間 7月10日（木）から
8月20日（水）まで
体育館附属プールの夏季利用
本学教職員及び学生は，体育館附属プールを
下記により利用できます。
なお，詳細については，学生部厚生課厚生掛
（西部構内体育館内，電話学内2590）に照会し
てください。
期間
記
7月16日（水）から
8月29日（金）まで
ただし，土曜日及び日曜日は使用できま
せん。
時間正午から午後2時まで
（備考）
1 .都合により使用を休止する日もあります。
2.利用に際しては，必ず職員証または学生 ！ 
証を呈示してください。 l 
（学生部） ； 
?
中村治造（施設部技官）
6月22日逝去， 57歳。昭和23年から施設部設vW謀（機
械管理掛）に勤務。昭和53年本学永年勤続者表彰を受け
る（30年勤続）。
1152 
美濃口 玄（本学名誉教度）
6月29日逝去， 71歳。本学医学部卒。昭和25年本学医
学部教授就任。向47年停年退官。専門は歯科口腔外科
一子。
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